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１
．
竹
富
島
で
の
三
村
研
究
室
と
の
出
会
い

私
は
、「
人
を
楽
し
ま
せ
る
建
築
を
つ
く
り
た
い
」
と

建
築
学
を
志
し
、
学
部
３
年
生
の
夏
ま
で
は
ひ
た
す
ら

製
図
板
に
向
か
っ
て
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
励
ん
で
い
た
。
し

か
し
冷
夏
で
あ
っ
た
そ
の
８
月
、
夏
を
求
め
て
沖
縄
に

出
か
け
、
流
れ
着
い
た
竹
富
島
で
偶
然
、
母
校
の
京
都

大
学
建
築
学
科
三
村
浩
史
研
究
室
の
集
落
景
観
・
観
光

調
査
に
遭
遇
す
る
。
南
国
の
陽
射
し
の
中
で
咲
き
乱
れ

る
花
々
と
赤
瓦
屋
根
の
木
造
建
築
群
が
織
り
な
す
美
し

い
景
観
を
調
査
し
、
そ
の
持
続
性
に
つ
い
て
研
究
す
る

と
い
う
よ
う
な
分
野
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知

っ
た
。
50
年
も
経
て
ば
お
払
い
箱
に
な
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
築
の
設
計
に
、
折
し
も
行
き
詰
ま
り
感
を
抱
い
て

い
た
私
に
、
そ
の
旅
が
、
進
む
べ
き
研
究
の
道
を
教
え

て
く
れ
た
。

竹
富
島
で
の
最
初
の
現
地
調
査
は
、
１
９
８
５
年
１

月
、
学
部
生
と
し
て
単
独
乗
り
込
ん
だ
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
対
策
調
査
で
あ
っ
た
。
が
、
現
実
は
甘
く
な
か

っ
た
。
３
週
間
の
踏
査
で
改
め
て
集
落
景
観
の
魅
力
を

知
り
、
そ
の
保
存
の
重
要
性
を
島
の
人
々
に
問
い
か
け

て
み
る
が
、
皆
、
翌
日
来
る
観
光
客
か
ら
ど
う
お
金
を

稼
ぐ
か
に
躍
起
で
、
若
い
学
生
の
声
な
ど
に
は
耳
を
貸

響
を
受
け
、
さ
ら
に
観
光
研
究
へ
の
思
い
を
強
く
し
て

い
っ
た
。

２
．
観
光
研
究
の
入
口
に
あ
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
法

そ
ん
な
中
、
１
９
８
７
年
初
春
に
総
合
保
養
地
域
整

備
法
（
い
わ
ゆ
る
リ
ゾ
ー
ト
法
）
が
世
に
出
た
。
あ
ま

り
に
奇
抜
な
法
律
で
あ
っ
た
た
め
、
研
究
室
の
先
生
、

先
輩
方
も
そ
の
何
た
る
か
を
掴
み
あ
ぐ
ね
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
、
三
村
先
生
よ
り
条
件
提
示
が
あ
っ
た
。「
西
山

君
、
旅
費
を
出
し
て
あ
げ
る
か
ら
一
週
間
ほ
ど
霞
ヶ
関

に
行
っ
て
き
な
さ
い
。
そ
こ
で
リ
ゾ
ー
ト
法
と
は
何
か

を
見
極
め
、
関
連
資
料
を
段
ボ
ー
ル
２
箱
分
手
に
帰
参

で
き
れ
ば
、観
光
研
究
を
許
す
」
と
仰
る
の
で
あ
る
（
こ

れ
は
「
観
光
地
づ
く
り
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
第
８
回 

三
村
浩
史
氏
」
を
読
み
、
先
生
の
得
意
手
法
で
あ
る
こ

と
が
最
近
分
か
っ
た
）。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
上

京
し
、
関
係
が
あ
り
そ
う
な
当
時
の
国
土
庁
、
建
設
省
、

労
働
省
、
総
理
府
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
、
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
手
当
た
り
次
第
に
訪
ね
歩
き
、
猛
烈
に
、
し
か

し
付
け
焼
き
刃
の
謗
り
を
免
れ
な
い
勉
強
を
し
て
、
最

後
に
所
轄
の
環
境
庁
担
当
課
の
（
お
そ
ら
く
）
係
長
に

飛
び
込
み
で
面
談
を
頼
ん
だ
。
憮
然
と
す
る
相
手
に
20

さ
な
い
。「
観
光
」
を
勉
強
し
て
島
の
将
来
を
語
り
、
彼

ら
を
振
り
向
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
耳
学
問

の
町
並
み
保
存
運
動
な
ど
「
絵
に
描
い
た
餅
」
で
終
わ

る
こ
と
を
実
感
し
た
。
大
学
に
戻
り
、
さ
っ
そ
く
景
観

研
究
だ
け
で
な
く
観
光
研
究
も
し
た
い
と
指
導
の
三
村

先
生
に
申
し
出
た
が
、「
観
光
研
究
者
で
は
飯
は
食
え
な

い
」
と
取
り
付
く
島
も
な
か
っ
た
。

し
か
し
こ
の
時
期
、
三
村
研
究
室
に
は
、
キ
プ
ロ
ス

か
ら
の
博
士
課
程
留
学
生
で
、
地
理
学
の
専
門
か
ら
ツ

ー
リ
ズ
ム
研
究
を
し
て
い
るN

icos J. Rossides

と
い

う
気
鋭
の
研
究
者
が
お
り
、
ハ
ワ
イ
・
沖
縄
・
キ
プ
ロ

ス
を
事
例
に
「
地
域
同
化
容
力 regional assim

ilative 
capacity

」
と
い
う
新
概
念
を
開
発
し
て
観
光
イ
ン
パ 

ク
ト
研
究
を
進
め
て
い
た
（
１
９
８
４
京
都
大
学
博 

士
申
請
論
文 

‘T
he role of tourism

 in regional 
developm

ent and alternative planning strategies 
w

ith special reference to island contexts

’ 
）。

N
icos

氏
は
、
観
光
人
類
学
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
言
え
る

「HO
ST

S A
N

D
 GU

EST
S

」
を
、
お
そ
ら
く
初
め
て

日
本
に
持
ち
込
ん
だ
研
究
者
で
あ
り
、
私
は
、
氏
の
地

理
学
か
ら
す
る
物
理
的
で
緻
密
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
人
類

学
的
な
地
域
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
分
析
手
法
に
大
き
く
影

あ
ら
た
め
て
考
え
る「
観
光
は
人
と
の
出
会
い
」

北
海
道
大
学
　
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授　
　

西
山
　
徳
明

連載Ⅰ
当財団専門委員
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60_61_連載1.indd   60 2017/03/31   午後6:28



61 私の研究と観光   第8回　あらためて考える「観光は人との出会い」

分
ほ
ど
、
リ
ゾ
ー
ト
法
と
い
う
の
は
と
ん
で
も
な
い
悪

法
で
は
な
い
の
か
？ 

と
、
で
き
た
て
の
仮
説
を
ま
く
し

立
て
る
私
に
、
そ
の
係
長
は
黙
っ
て
い
た
口
を
開
い
た
。

「
そ
の
通
り
で
す
」
と
言
う
や
否
や
、
そ
の
ま
ま
、
こ
の

法
律
が
国
土
を
滅
ぼ
す
い
か
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
有
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
１
時
間
以
上
を
か
け
、
詳
細
に
必

死
に
教
え
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
段
ボ
ー
ル
２
箱
も

何
と
か
埋
ま
り
、
京
都
に
帰
っ
て
ゼ
ミ
で
報
告
す
る
と
、

無
事
、
観
光
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

３
．
観
光
地
域
計
画
研
究
の
立
ち
上
げ

研
究
室
で
は
、
博
士
課
程
１
年
生
で
あ
っ
た
私
が
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
、
修
士
の
後
輩
３
人
と
と
も
に
「
観
光

地
域
計
画
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
小
ゼ
ミ
を
立
ち
上
げ
、

岐
阜
県
白
川
村
、
妻
籠
宿
・
馬
籠
宿
、
湯
布
院
、
そ
し

て
竹
富
島
な
ど
に
押
し
か
け
調
査
に
出
か
け
、
ア
ン
ケ

ー
ト
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
、
地
域
主
体
の
観
光
開
発

（
今
で
言
う
自
律
的
観
光
）
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
が

む
し
ゃ
ら
に
探
求
し
た
。
竹
富
島
が
リ
ゾ
ー
ト
・
ブ
ー

ム
の
中
で
食
い
物
に
さ
れ
な
い
た
め
に
、
ま
ず
は
敵
を

知
る
べ
き
と
、
沖
縄
じ
ゅ
う
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
・
ホ
テ

ル
を
（
民
宿
に
泊
ま
り
な
が
ら
）
片
っ
端
か
ら
訪
ね
、

ホ
テ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
関
係
す
る
地
元
事
業
者
等

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
数
多
く

の
失
敗
・
成
功
例
か
ら
、
地
域
が
リ
ゾ
ー
ト
・
ホ
テ
ル

開
発
と
渡
り
合
う
方
法
、
可
能
性
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

や
が
て
信
頼
を
得
始
め
た
私
た
ち
の
研
究
チ
ー
ム
に
、

三
村
先
生
が
依
頼
を
受
け
た
先
端
課
題
を
も
つ
受
託
事

業
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
伊
勢
松
阪

（
１
９
８
８
）、
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
ベ
ル
ト
地
域
の
リ
ゾ
ー

ト
調
査
（
１
９
８
９
）、
与
那
国
島
観
光
振
興
基
本
計
画

（
未
刊
行
１
９
９
０
）、
岩
村
ま
ち
づ
く
り
調
査

（
１
９
９
０
）、
堺
市
観
光
振
興
基
本
計
画
（
１
９
９
１
）

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
か
ら
、
成
長
管
理
政
策
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
＝
官
民
協
働
、
モ
デ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
、
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
い
っ
た
今
日
の
観
光
研
究
に
も
つ
な
が
る

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
学

生
な
が
ら
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
回
す
術
を
覚
え
た
こ
と

は
貴
重
で
あ
っ
た
。

１
９
９
２
年
に
教
員
と
し
て
最
初
に
九
州
芸
術
工
科

大
学
（
現
在
の
九
州
大
学
芸
術
工
学
部
）
に
着
任
し
て

か
ら
は
、
し
ば
し
観
光
研
究
か
ら
遠
の
き
、
故
宮
本
雅

明
先
生
（
日
本
建
築
史
／
都
市
史
）
と
共
に
、
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
関
す
る
研
究
と
社
会
実
践
に
没

頭
し
た
。

４
．
国
立
民
族
学
博
物
館
で
学
び
北
海
道
大
学
へ

私
の
観
光
研
究
に
関
す
る
次
の
大
き
な
転
機
は
、

１
９
９
７
年
に
、（
ま
た
も
竹
富
島
で
）
石
森
秀
三
先
生

（
当
時
は
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
）
と
出
会
っ
た
こ
と

で
あ
り
、
１
９
９
８
年
か
ら
約
10
年
間
、
客
員
教
員
と

し
て
国
立
民
族
学
博
物
館
で
観
光
に
関
す
る
共
同
研
究

会
に
参
加
（
後
に
主
催
）
し
た
。
30
回
以
上
開
催
さ
れ

た
こ
の
共
同
研
究
会
に
お
い
て
、
観
光
に
関
わ
る
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
研
究
者
、
実
践
家
の
方
々
と
出
会
い
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
自
律
的
観
光
、

資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
な
ど
の
重

要
概
念
の
意
味
を
深
く
勉
強
で
き
た
。

２
０
１
０
年
よ
り
研
究
活
動
の
場
を
北
海
道
大
学
観

光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
今
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ 

西
山 

徳
明
（
に
し
や
ま　

の
り
あ
き
）

　

１
９
６
１
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
工
学
部
建
築
系
学
科
卒
業
、

同
大
学
院
修
了
。
博
士
（
工
学
）
。
九
州
芸
術
工
科
大
学
助
手
・
助
教
授
・

教
授
、
九
州
大
学
教
授
を
経
て
、
２
０
１
０
年
よ
り
北
海
道
大
学
教
授
。

公
職
と
し
て
、
文
化
庁
文
化
審
議
会
第
三
専
門
委
員
会
（
文
化
的
景
観
）／

歴
史
文
化
基
本
構
想
検
討
会
、
国
交
省
国
土
審
議
会
北
海
道
開
発
分
科
会

計
画
推
進
部
会
委
員
、
札
幌
市
／
白
川
村
景
観
審
議
会
会
長
、
北
海
道
景

観
審
議
会
委
員
、
萩
市
／
竹
富
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
審
議
会
等
委

員
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
課
題
別
支
援

委
員
会
（
観
光
セ
ク
タ
ー
開
発
分
野
）
委
員
。
フ
ィ
ジ
ー
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ジ

ン
バ
ブ
エ
、
ペ
ル
ー
な
ど
で
観
光
開
発
国
際
協
力
事
業
を
展
開
中
。

（com
m

unity based 
tourism

）
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ

研
究
の
世
界
的
な
潮

流
を
読
み
つ
つ
、
国

内
の
様
々
な
自
治
体

と
の
包
括
連
携
に
基

づ
く
観
光
地
域
計
画

に
関
す
る
研
究
と
実

践
、
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
と
の
共
同
に
よ
る

途
上
国
で
の
観
光
開

発
国
際
協
力
を
柱
と

し
て
観
光
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
Ｃ
Ｂ

Ｔ
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
っ
た
現
代
の
観
光
研
究
を
主
導
す
る

概
念
も
、
新
た
に
生
ま
れ
出
て
き
た
も
の
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
町
並
み
保
存
運
動
や
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
成
長
管
理
、
Ｐ
Ｐ

Ｐ
と
い
っ
た
研
究
蓄
積
が
総
合
化
さ
れ
た
現
時
点
で
の

到
達
点
と
捉
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

ま
だ
ま
だ
観
光
研
究
の
道
は
展
開
し
そ
う
で
あ
る
！

（
に
し
や
ま　

の
り
あ
き
） レブカ／フィジーの世界遺産管理プロジェクトのメンバーと

白川郷で（後列右から2番目が筆者）
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